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安 松 京 三 先 生 を 偲 び て

　本会名誉会員安松京三 先生 に は ，昭和 58年 1 月 25El
， 福岡市 の 浜の illl1病1院で 逝去 さ れ た ．75

オ の お 誕生 日を 間近 に 控え られ て の こ とで あ っ た ．先生は 長年に わ た っ て 本学 会 の 編集幹事 ， 評議

員，会長 な どを つ とめ られ ，文 字通 り本学会 の 功労 者 の 1 人 で あ っ た ．特 に 本 学 会 の 財 政 事情 が 苦

し い と ぎに 機関誌 「昆巌」 の 編集 （21 巻〜28 巻）に 従事 され，定期的な発行を 行 っ て 会の 再興発

展 に 大 ぎく貢献 さ た こ とや ，
8 年間の 会長在任中 に 国際 的 な外交 手腕 を 発揮され て わ が 昆 虫学界の

評蜥を 高 め られた 功績は 記憶 に 新 しい とこ ろ で あ る．こ こ に 先生の 木学 会に 対 す る ご功績 を 顕 彰 し，

あわ せ て 深甚 な る 謝意を表明す る 次 第で あ る．

　先生 の ご経歴 は 下記年譜 に 明らか な よ うに ，昆虫学 の 研究発展，国際交流，了 弟後輩 の 育成 指 導

に まさし く
一生 を捧げ られ た の で あ る．

　先生 の 研究話動 は，大 ま か に わ け る と戦前 と戦後の 2 期に 大別で ぎよ う．戦前 は 主 と して膜翅 目

の 分類学 ・習［生学的研究に 従事 さ れ ， こ の 方面 で 日本の 昆虫学 界を リ
ードされた ．しか し先生 の ご

研究 の 範囲は 広 か っ た ，昆虫の 生長に も造詣が深 く， 特に ナ ナ フ シ の 相対生長 に つ い て 大著を発表

して お られ る，南洋群島 （昭和 15 年）や 中国北部の 山西省 （昭和 17 年〉に 学術澗斉に 出か け ら

れ た の もこ の 期間で ある，

　戦後 に おけ る 先生は ，
ル ビー

ア カ ヤ ド リ コ バ チ の 発見に続い て害虫の 生物的防除0）研究 と天敵思

想 の 普及 に つ とめ られ た ．こ れ らの 功績セこ よ っ て 日 木農学賞・朝 目文化tV
’
，・・V − ・ス コ

・ 卜 ・ス

ミ ス 記念賞 な どを受賞され て い る，先生 の ご 研究 を 背景 に して 昭和 39 年 に 我が国唯
一

の 生物的防

除研究 施設 （天敵微生 物学 と 天敵増殖学 の 2部門）が 九 州大学農学部 に 開設 された こ とは特記すべ

きこ とで ある，

　 こ の 前後か ら， 先生は 日米科学協力研究 や国際生物学事業計両 な どを通 じ， 生物的防除 の 研究発
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展 と国際間 の 交流 に っ い て ， 超人的な活躍 を 続け られた，また 昭和 43 年 に は 国 際 昆 虫学 会議常置

委員会委員に 任命 され，学識 の 広 さ と温厚誠実な お人柄 に よ っ て多 くの 尊敬を集め ら れ る と と も

に ， 国際昆虫学会議を 日本に 誘致 し た推進力の 中心 人物の 1人 と して 活躍 され た の で あ る．

昭和 46 年 に 九駄 学 鱒 年 ご 選轍 沸
一

線噺 究者と して 国際e勺に 灘 され 溷 際連 合蝿

鰈 翻 。 ソ サ ，レ タ γ ト
・
或 い は 1蜀1嬲 力鰈 団派遣 の 輔 家 と し て・タ 個 （前後 2 回 6年）， 大韓

民国 ｛3 ケ 月），マ レ
ー

シ ア （3ヶ 月）な どt
’
こ滞在 され ， 各国 の 斯学 の 発展 と国際交灘 こ つ とめ られ

た．タ イ1恥 ヵ セ ッ 。
一

欧 学｝よ昭和 5工 年 に は 先生に 名誉理 学士牡 の 称号 を贈っ てそ の 功績を た

た え て い る ，晩年の 先生 に は 汐 ト国の 融 学者か ら．鮮 の M ・・E ・t。m 。1・99・t 及 び M ・・Bi・1・gi−

cal 　Contro ］の 愛称が た て まっ られ た ，また バ ン コ
ヅ ク ご滞在中の 先生 ご夫妻は 「民閥大使」 とい

う評判が 高か っ た ，バ ソ コ
ッ ク を訪れ て先生 ご 夫妻の 親 身 も及 ばぬ お 世話 を うけた 我が国 の 各界の

学者 ・研究者は 数え ぎれ な い ，

　先生 は 隔岡虫 の 会 の 創立 者の 1 人 で ，学 術雑誌 「む し」 の 創刊者 と して も著名で ある．「雑誌の

編 集発行は 先生 の 趣味 で あ っ た 」 とい え ば 先生 は 苦笑 さ れ る に 違 い な い が ，「む し」 は 先生 に は じ

ま り先生に 終 っ た 学術誌で ， 先生 の
一

生 の 大事業の
一

つ で あ る ．終 っ て み kb 大事業に な っ て い た

の で あ っ て ，先生 は い つ も楽 し く編集 と校 正 に 従事 して お られ た の で あ る．ま た 先 生 は Pacific

Insectsや Oriental　Insectsの 編集 に もた ず さわられ tc．先生は また 機智に とみ ，酒脱 な 紳士 で あ

られ た ，そ の 性賂は 先生 の ス ピ ー
チ や文章に よ くあ らわ れ て い る．

先も 坪 轗 め て ご 壮健 で ，病気 ら L い 病気 を さ れ た こ とは な か っ た の
vC一
あるが 厂 牌 の 秋に

健康を害きれ ， 入退院を くりか え して お られ た が ， 閉塞
．1生黄疸の た め 遂 に 不 帰 の 客 とな られ た ．ま

こ とに 痛恨 の 極 み で あ る ．こ こ に 謹 ん で 哀悼の 意を 義 し ， 先生 の ご 冥福を お 祈 りす る次第で あ る ．

　先生 の 密葬は 1 月 27 日大野城市大城の ご 自宅 で ，告 別 式 は 2 月 5 日 九州大学農学部で 農学科葬

を もっ て と り行 わ れた ．先生の ご逝去に 際 し 国の 内外か ら心 の こ もっ た 多数の 弔意が 寄せ られ ， ま

た ハ ワ イ大学 の N ｛SHmA 教授 が わ ざわ ざ葬鵬 こ 参列 され た の も先生 の お 人柄を 偲ばせ る もの で あ

っ た．ま た バ ソ コ
ッ ク で は 2 月 15 日，タ イ 国農 ：務省 の 昆虫学 者を 中心 に 100 余名 の 方 々 が参集 し

て 先生 の 法要 を 営 ま れ た 由で あ る．

　先生 の こ 戒名は 究竟院学誉晦 藤教範居士 抻 し一ヒげ る．　 　 　 　 　 　 （鴨 義宏｝

年　　　讙

　1908 （明治 41）年 　3 月　1 日

　1930　（旺召禾g　5）　イド　　3　丿「i　31　1ヨ

　豆933 （昭和 8）年 3 月 31iヨ

　1939　（日召不il　l4）　年　10　月　31　日

　1942　（目召和　17）　年　　l　A　27　日

　1945　（貫召莽0　20｝　｛F　　5　月　　i6　目

　1953　（口召弄0　28＞　歪「二　4　月　　4　日

　1956 （艮召「…030 年 2 月 18 日

　1958　（1警運ヲ響P　33）　s1三　5　丿雀　　1　日

　1959　σ昭禾「134 ）　年一　1　月　19　0

　1961 （昭和 36）年 1 月 1 日

　ig67　（fi召不「「42）　／．百i．　9　月　10　P−］

　1969 （昭和 43｝年　3 月　31 口

東京都 に 生 る

福岡高等学校 （旧制）卒業

九州帝国大学農学部農学科卒業

九州帝国大学農学部助手

九州帝国た学農学部助教授

農…学博土 （九州大学）

日 本農学賞 （ル ビ
ー

ア カ ヤ ド リ コ バ チ に 関す る 研究）

文部省在外研究員 と して ア メ リ カ 合衆国に出張 （玉年間）

九州大学教授 （農学部）

朝日文化賞 （天敵利用 に よる害虫防除 の 研究〉

瞬本 昆 虫 学 会長 （4 期 8年間）

文部省学術審議会委 員 （2 期 4 年間）

国際昆虫学会議常置委員会委 員 （1980 年 ま で ）
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1971　（fi召和　46＞　t巨　3　月　3！　目

1971 （昭和 46）年 4 月 20 目

1971 （昭 和 46）年 11 月 8 日

1971 （昭 和 46）年 U 月 13 日

1971　（昭和 46）　年 　12　；1
19フ2 （昭和 47）年 10 月 ll 日

1976 （昭和 51）年 7 月 5 目

工978 （昭和 53＞年　4 月 29 日

1980　（「沼和　55＞　〈｛三　1　月　　1　日

1980 （昭和 55｝年 8 月 9 日

1982 （昭和 57）年　2 丿」 6 臼

1983 （昭和 58｝年　1 月 25 日

1983 （昭和 58＞年　1 月 25 日

九 州 大 学 を 停年 に よ り退 職

九州大学名誉教授

ハワ イ 昆虫学会名誉会員

紫 綬 褒章

ハ リー・ス コ
ッ ト 。ス ミス 記念賞 （カ リ フ ri・ル ニ ア 大学：）

国 際連合食糧農業機関農業宮 （タ イ 国駐在 ）

カ セ ツ ァ
ー

ト大学 （タ イ 国）名誉理学博士

勲三 等馗 日中綬章

日木昆虫学会名誉会員

国際昆虫学会議 （常置委員会〉名誉会員

日 本応用 動物昆虫学会名誉会員

逝去．享年 74 才

正四位に 追陞せ らる
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